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シミュレーション登校終了に伴う今後の方針と対応について 
 

 

１ 方針 

  南タンゲラン市はシミュレーション登校を終了し、対面通常授業への変更を決めました。 

  そこで本校では、これまで禁止されていた体育の授業と呼気を使った楽器の使用を始めること

とし、感染防止策をとりながら活動を少しずつ広げていきたいと考えています。 

ただし、感染が完全に収まったのではなく、健康観察等の感染防止の手だてはこれまでと同様

に取り組んでいきます。また、今後の状況によりましては、変更となることも考えられます。そ

の時は改めてご連絡致します。 

 

２ 対応の視点 

(1)  体育の実施 

  ① 取組内容 

･ 身体接触の多い種目は現時点では行なわず、基本的にマスクを着用できる運動(水泳を除

く)に取り組んでいきます。 

     （例）可－水泳、バトミントン、テニス、バレー 等 

        不可－サッカー、バスケット、柔道 等 

  ② 体育全体での留意点 

    ･ 子どもの体調等、現状にあった内容および運動量とします。 

    

(2)  呼気を使った楽器の使用に伴う留意点等 

・ 向き合わずに演奏   ・ 十分な換気   ･ 手洗いの励行 

 

(3)  健康観察の継続 

   ･ 毎朝の健康観察は続けます。 

  ･ 登校基準については「新型コロナウイルス感染症に対応した学校ガイドライン」を参照

してください。 

 

(4)  外部講師の受け入れ 

   ･ 講師にアンチゲンもしくは PCR 検査を受けてもらいます。 

   ･ １ｍ以上のディスタンスを確保します。 

 

(5)  授業形態の確認 

   ･「新型コロナウイルス感染症に対応した学校ガイドライン」を参照してください。 



(6)  保護者や見学者の校舎内立ち入りのルール 

・ 保護者は、用件がある場合は入校できます。（遅刻、早退、忘れ物等） 

･ プランギや売店は購入の場合のみ使用できます。 

･ 入校の場合はセキュリティーで受け付けし、保護者入校証を着用して入ってください。 

･ 編入希望等の学校見学者の入校は、児童生徒滞在時でも接触をしなければ可能としま

す。 

  

(7) 公開授業時の形態と保護者のアンチゲン検査 

   ･ 密にならないような手立てを取り実行していきますが、詳しくは後日連絡します。 

 

(8) 教職員の定期的な PCR 検査 

  ･ 続行していきます。 

 

(9) 校内の生活ルール 

・休み時間の過ごし方、黙食の続行、遊具の使い方等について確認し、検討していきます。 

 

(10) 行事等の取り組み方 

・ 修学旅行、遠足、運動会、JJ フェスティバル、交流会等の行事については実施に向け、

プロトコルを遵守した計画を立案します。 

   

(11) 登下校ルール等 

    ･ 5 月末までのスクールバス乗車率は、現状の 70％で運行します。 

    （配車の関係で 1～2 日間 70％を超えてしまうような場合は容認します。） 

    ･ 登下校時の保護者の方の動きは、現状通りとします。 

 

 

以上 


